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9月8日、もみじホールで、環境問題講演会が行わ
れました。当日は、特定非営利活動法人環境エネルギ
ー政策研究所理事の松原弘直主席研究員を講師に招
き、『地域から始める自然エネルギー利用』と題して
自然エネルギーに関する講演が行われました。

牛倉神社例大祭

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

10月号の表紙は、9月1日から行われた牛倉神社例大祭の山車で獅子
が子どもの近くに寄ってきた所の写真です。突如、山車から飛び出してき
た獅子­­­­に、泣いてしまう子どもたちもいました。聞くところによると、獅
子に頭をくわえられた子どもは、健康で健やかに育つと言われているそう
です。子どもを持つ親にとっては興味深い話ではないでしょうか。

祭りは、この他にも神輿やカラオケ大会、市商工会のみなさんなどが
露店などを出展して大いに盛り上がっていました。　　広報担当者（Ｏ）

編集後記

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●26,122人 （−  2）
男  ●13,011人 （−  6）
女  ●13,111人 （＋  4）

世帯●10,024世帯 （＋20）
平成24年9月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯　
※人口および世帯数は、

8月より外国人登録者が加わりました。

●環境問題講演会
9月15日、新上野原市立病院で、上野原市立病院

落成記念式典が行われました。当日は、来賓や多くの
関係者が集まるなかテープカットが行われ、式典終了
後は、約200人の方が病院内を見学し、10月1日か
らの開院に期待を膨らませていました。

●上野原市立病院落成記念式典

9月9日、島田・秋山地区で、第3回上野原トレイ
ルレースが行われました。このレースでは、802人
の出走者が38.6­­㎞の山間地を走りました。

給水ポイントでは、30度を超える暑さのため、頭
から水をかぶる選手が大勢いました。

●第3回上野原トレイルレース
8月23日、市役所展示室で、平和のための戦争展

が行われました。これは、上野原9条の会が企画した
展示会で、広島と長崎に落とされた原子爆弾や被ばく
の恐ろしさを多くの方に伝えるため、当時の写真など
をパネルにして展示したものです。

●平和のための戦争展
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《主な内容》

かぷっ！！
かぷっ！！健康健康でで健健やかに

やかに育育ってね☆
ってね☆
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上
野
原
市
総
合
防
災
訓
練

「
防
災
訓
練
を
終
え
て
」

8
月
25
日
と
26
日
、
市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど
で
上
野
原
市
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
初
め
て
2
日
間
行

わ
れ
、
1
日
目
は
、
防
災
講
演
会
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
防
災
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
2
日
目
に
行
わ
れ
た
主
会
場
の

大
目
地
区
で
は
、
避
難
所
設
置
運
営
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
…

総
合
防
災
訓
練
1
日
目
に
行
わ

れ
た
防
災
講
演
会
で
は
、
講
師
の

新
潟
県
小
千
谷
市
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
長
­­風
間
久
司
さ
ん
が

「
防
災
に
は
地
域
力
が
重
要
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
準
備
を
し
て
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
、
地
域
力

を
養
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
力
を
災

災害時要援護者支援制度
この制度は、災害が起きたときに手助け（支援）が必要となる方の氏名、住所な

どの個人情報を登録し、登録した個人情報を地域の民生委員・児童委員、区長、

自主防災組織の関係者などに提供することで、災害時に支援が必要な方を地域の

中で支えていく制度です。

災
害
時
要
援
護
者
と
は
…

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、自
分
で

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
何
ら
か
の
手
助
け
（
支

援
）が
必
要
な
方
で
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
介
護
保
険
の「
要
介
護
3
以
上

の
者
」で
、在
宅
で
生
活
す
る
方

②
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表

の
級
別
「
1
級
お
よ
び
2
級
」

の
方

③
療
育
手
帳
判
定
基
準
の
障
害
程

度
「
最
重
度
（
Ａ
1
）
お
よ
び

重
度
（
Ａ
2
）」
の
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

障
害
等
級
「
1
級
」
の
方

⑤
①
〜
④
以
外
で
支
援
を
必
要
と

す
る
方

制
度
を
利
用
す
る
に
は
…

■
災
害
時
に
支
援
を
受
け
る
た
め

に
は
、
事
前
に
「
災
害
時
要
援

護
者
登
録
台
帳
」
へ
の
登
録
申

請
が
必
要
で
す
。

■
登
録
申
請
書
に
は
、
緊
急
時
の

家
族
等
の
連
絡
先
（
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
等
）
を
2
名
分
、

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
緊
急
時
の
家
族
等
の
連
絡
先
を

記
載
し
な
い
場
合
で
も
申
請
は

可
能
で
す
。

■
登
録
す
る
場
合
は
、支
援
の
た

め
に
必
要
な
個
人
情
報
を
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、区

長
、自
主
防
災
組
織
の
関
係
者

な
ど
へ
提
供
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
の
方
法
は
…

今
月
号
の
広
報
誌
の
折
込
み
ま

た
は
、市
役
所（
福
祉
課
・
長
寿
健
康

課
）・
各
支
所
、出
張
所
に
あ
る
所

定
の
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
福
祉
総
務
担
当
（
蕁
62
—

3

1
1
5
）

高齢者・障害者などのみなさんを災害から守る！

害
発
生
時
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に

も
防
災
訓
練
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
今
回
、
上
野
原
地
区
新
一

や
巌
地
区
八
ツ
沢
な
ど
、
い
く
つ

か
の
地
域
で
は
、
防
災
に
対
し
て

新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
積
極
的
に
防

災
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

次
頁
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
み
な
さ
ん
を
災
害
か
ら
守

る
支
援
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

★写真説明★
①ロープ結束体験の様子　②避難所内に支援物資を運び込む訓練の様子
③災害対策本部で図上訓練を行う様子　④ＡＥＤ体験コーナーでは参加
した子どもたちが心臓マッサージを行いました。⑤包装食と書かれた袋
にお米と梅を入れて大鍋でゆでたご飯。参加者は、このご飯を試食しま
した。⑥巌地区八ツ沢では、広報8月号の特集で使用した『57災害』の写
真を展示して、参加者の防災意識を高めました。⑦避難所で投光器を設
置する様子⑧風間久司さんを講師に招いて防災講演会を開催しました。
⑨市職員からは、仮設トイレの課題などが説明されました。

災害時要援護者
高齢者・障害者など

市役所
福祉保健部など

地域の人々
民生委員・児童委員、区長など

①登録申請

②登録

③情報の共有④普段の声かけ、見守り、
災害時の支援

制度のしくみ

こ
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
折
り
込
ん
で
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
見
本
（
申
請
書
は
両
面

印
刷
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
記

入
漏
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

▲

① ② ③

④

⑤

⑥⑦⑧

⑨
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平成23年度
上野原市

経営健全化基準
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上野原市の健全化判断比率等
地方自治体の財政破綻等の未然防止や財政危機の早期発見と健全化の促進のため、「地方

公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成19年6月に制定され、財政の健全度を示す財
政指標を市民のみなさんに公表することが法律で義務付けられました。

平成23年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率についてお知らせします。

平成23年度
上野原市

早期健全化基準
財政再生基準

−

13.82
20.00

−

18.82
30.00

13.8

25.0
35.0

80.2

350.0

【表2】⑤資金不足比率 【単位：％】

【表1】健全化判断比率 【単位：％】

◎早期健全化基準…比率が1つでも早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画の策定と監査委員
の監査に代えて、個別外部監査契約に基づく監査の要求が義務付けられ、計画
に基づく財政健全化の取り組みを進めることとなります。

◎財政再生基準…比率が財政再生基準を上回ると、上記の早期健全化基準での取り組みに加え、
地方債の借入が一部制限されます。

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「ー」で記載しています。

◎経営健全化基準…早期健全化基準に相当するもので、比率がこれを上回ると経営健全化計画の策
定が義務付けられます。

※資金不足がないため、資金不足比率は「ー」で記載しています。

①実質赤字比率指　　標 ②
連結実質
赤字比率

③
実質公債費比率

（3か年平均）

指　　標 病院事業会計
公共下水道

事業特別会計
簡易水道事業

特別会計

20.0 20.0 20.0

④将来負担比率

対 象 範 囲
団体
区分

教育奨励資金特別会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
病院事業会計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計

普通会計（一般会計等）

公営事業会計

広域連合・一部事務組合
地方公社・第三セクター等（該当なし）

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⑤
資
金
不
足
比
率

※
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定

【表3】健全化判断比率および資金不足比率の対象範囲

うち
公営企業会計

上
野
原
市

会 計 名 等
会計
区分

地 方 財 政 状 況
調 査 表 上 の 区 分

一般
会計

特別
会計

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率●標準財政規模：地方公共団体の一般財源の規模を表すもので、標準税収入額等と普通交付税、臨時財政対策

債発行可能額の合計です。
●実 質 収 支 額：形式収支（歳入−歳出）から翌年度に繰り越すべき財源を除いた実質的な黒字額です。
●類 似 団 体：人口規模や産業構造が上野原市と類似している団体です。
●問 い 合 わ せ：企画課財政担当（蕁62−3118）

①実質赤字比率②連結実質赤字比率

③実質公債費比率④将来負担比率

60 

90 

120 

150 

10

15

20

すべての会計が対象で実質赤字額の標準財政規
模に占める割合です。

一般会計等に公営事業会計を含めた全会計の赤
字額がどのくらい占めているかを表した比率です。

平成23年度の上野原市の赤字は、実質収支額等
が黒字だったため、連結実績赤字比率は算定され
ませんでした。

一般会計等の実質赤字額の標準財政規模に占め
る割合です。

家計でいうと赤字額が年収に対してどのくらい
占めているかを表した比率です。

区分
一般会計

教育奨励資金特別会計
一般会計等

実質収支額
122,052

0
122,052

区分
一般会計等

公営事業会計
全会計

実質収支額・剰余額
122,052
916,070

1,038,122

平成23年度の上野原市の赤字は、実質収支額
が黒字だったため、実質赤字比率は算定されませ
んでした。

地方債残高のほか将来負担すべき実質的な負債
額の標準財政規模に占める割合です。

家計でいうと将来の借金返済額等が年収の何年
分にあたるかを表した比率です。

一般会計や公営事業会計等を含めた実質的な借
金返済額の標準財政規模に占める割合です。

家計でいうと年間の借金返済額が年収に対して
どのくらい占めているかを表した比率です。

将来負担比率は、80.2％で、前年度より9.8ポ
イント改善しており、早期健全化基準350％（3.5
年分）を下回っています。

実質公債費比率は、13.8％で、前年度より0.2
ポイント悪化していますが、早期健全化基準25％
を下回っています。

※平成23年度の県内平均および類似団体数値は未公
表のため「ー」で表しています。

※実質公債費比率は3か間の平均値
※平成23年度の県内平均および類似団体数値は

未公表のため「ー」で表しています。

一般会計

平成23年度決算に基づく

（単位：千円）（単位：千円）

− − −
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奨励率

30％

20％
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「
受
益
者
負
担
金
」制
度

◆
負
担
金
は
毎
年
か
か
る
の
？

こ
の
負
担
金
は
、
税
金
等
と
は

異
な
り
一
度
き
り
の
賦
課
で
す
。

◆
受
益
者
負
担
金
額
は
？

上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
の
口
径
に

応
じ
て
、
次
の
表
の
と
お
り
賦
課

さ
れ
ま
す
。

《
報
奨
金
制
度
》

受
益
者
負
担
金
の
納
付
に
あ
た

っ
て
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
を

下
水
道
事
業
　
第
3
弾

先
月
の
広
報
で
は
、
上
野
原
市
が
行
う
下
水
道
事
業
の
助
成
制
度

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

今
月
号
の
広
報
で
は
、
第
3
弾
と
し
て
、
下
水
道
事
業
に
か
か
わ

る
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

《
受
益
者
負
担
金
》

下
水
道
施
設
は
、
道
路
や
公
園

の
よ
う
に
一
般
の
公
共
施
設
と
違

っ
て
、
利
用
で
き
る
方
が
限
定
さ

れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
下
水
道
の
建
設
費

を
市
税
な
ど
の
税
金
だ
け
で
ま
か

な
う
と
、
下
水
道
の
恩
恵
を
受
け

な
い
方
に
ま
で
負
担
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
平
な
負
担
の
原
則

に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
の
建
設
費
用

の
一
部
を
下
水
道
整
備
に
よ
っ
て

利
益
を
受
け
る
方
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
制
度
を
「
受
益
者
負
担
金
」

と
い
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
区
域
は
？

・
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
る
区

域
で
す
。

よ
り
軽
減
し
、ま
た
、下
水
道
へ
の

早
期
加
入
の
促
進
を
図
る
た
め
、

報
奨
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

下
水
道
供
用
開
始
エ
リ
ア
内
に

お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
に
は
、
受

益
者
負
担
金
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
下
水
道

担
当
（
蕁
62
—

3
1
2
3
）

障害者虐待防止法が施行されます

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
10
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
2
月
28
日
ま
で
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
実
施
期
間
お
よ
び
予
約
開
始
日
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①
接
種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
当
日
に
満
60
歳
〜
64
歳
の

方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
高

度
の
障
害
が
あ
り
、
障
害
者
手

帳
1
級
該
当
者
も
し
く
は
同
程

度
の
障
害
の
あ
る
方

●
実
施
場
所

・
原
則
と
し
て
市
内
の
実
施
医
療

機
関

・
市
外
の
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て

い
る
方
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

保
健
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

・
受
け
る
前
に
各
実
施
医
療
機
関

に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
負
担
金

1
0
0
0
円

●
持
ち
物

①
予
診
票（
各
実
施

医
療
機
関
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
お
よ
び
秋
山
支
所
・
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
②
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
③

負
担
金
1
0
0
0
円
④
保
険
証

※
今
年
度
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
Ａ
型

Ｈ
1
Ｎ
1
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
）、
Ａ
型
Ｈ
3
Ｎ
2
（
ビ

ク
ト
リ
ア
型
）、
Ｂ
型
の
三
株

混
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
で
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
希
望
す
る
方
の
み
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
—

4
1
3
4
）

実施医療機関（順不同）
ナツメ外科医院
川原医院
鈴木医院
長田クリニック
山本内科クリニック
山下クリニック
うえのクリニック
西井クリニック
上野原梶谷整形外科
三生会病院

※上野原市立病院・秋山診療所以外の実施日時は、各実施医療機関にお
問い合わせください。

上野原市立病院　　　　　　　蕁62ー5121
実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週火・水曜日（受付：午後3時〜

3時30分）
予約受付：祝日・休診日を除く月〜金曜日の午後1時〜3時
※西原診療所でも実施しますが、予約は上野原市立病院で受け付けます。

●実施医療機関一覧表
電話番号

62−5252
63−0153
63−1612
63−6110
63−3600
62−6050
66−3690
30−2201
62−6066
62−3355

上野原市立病院付属秋山診療所　蕁56ｰ2014
実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週月・火・水・金曜日（受付：午

前11時30分〜正午）
予約受付：電話で予約してください。

10月1日から、障害者虐待防止法が施行されます。障害者虐待は、障害者の重
大な人権侵害になるばかりか、時には生命も脅かしたりします。障害者が犠牲者
となる悲惨な状況を改善するためには、早期発見と早期対応が重要となります。

また、あなたのまわりに「虐待を受けたまたは受けていると思われる障害者」
がいた場合は、すぐに通報してください。

●
障
害
者
虐
待
と
は

障
害
者
虐
待
と
は
、
養
護
者
や
障
害

者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
、
心
身
を
傷
つ
け
障
害
者
の
尊
厳
を

脅
か
し
自
立
や
社
会
参
加
を
妨
げ
る
行
為

で
す
。

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を

次
の
5
項
目
の
行
為
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

（
蕁
62
—

3
1
1
5
）

暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを与える行為。身体を
縛り付けたり、過剰な投薬によって身体の動きを抑制する行為
性的な行為やその強要（表面上は同意しているように見えても、
本心からの同意かどうか見極める必要がある）
脅し、侮辱などの言葉や態度、無視、嫌がらせなどによって精神
的に苦痛を与える行為
食事や排せつなど身辺の世話や介助をしない、必要な福祉サービ
スや医療、教育を受けさせないなどによって、障害者の生活環境
や身体・精神的状態を悪化または不当に保持しないこと
本人の同意なしに財産や年金、賃金を使ったり勝手に運用し、本
人が希望する金銭の使用を理由なく制限すること

水道加入口径
20㎜以下
25㎜〜30㎜
40㎜〜50㎜
75㎜以上

受益者負担金額
135,000円
285,000円
940,000円

2,840,000円

適用基準
賦課通知後の第1回
目の納期で全額を一
括納付した場合
残り2年分以上を一
括納付した場合
残り1年分以上を一
括納付した場合
年度一括納付の場合

新入学予定者
就学時健康診断を実施します

来年度小学校に入学する平成18年4月2日から平成19年4月1日まで
に生まれたお子さんを対象に、就学予定の各小学校で就学時健康診断
を実施します。

新
入
学
予
定
者

就
学
時
健
康
診
断

対
象
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
に
は
、
各
学
校
か
ら
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
通
知
書
が
届
か

な
い
、
指
定
さ
れ
た
日
で
は
都
合

が
悪
い
な
ど
の
場
合
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
・
受
付
時
間

・
上
野
原
西
小

10
月
25
日（
木
）

午
後
0
時
50
分
〜
1
時

・
島
田
小

10
月
25
日（
木
）午
後

0
時
50
分
〜
1
時

・
上
野
原
小

10
月
25
日（
木
）午

後
1
時
〜
1
時
30
分

・
西
原
小

10
月
19
日（
金
）午
後

1
時
15
分
〜
1
時
25
分

・
秋
山
小

10
月
15
日（
月
）午
後

0
時
40
分
〜
1
時

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当
（
蕁
62
—

3
4
0

9
）

市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　　

身体的虐待

性的虐待

心理的虐待

放棄・放任

経済的虐待
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空
間
放
射
線
量
等
測
定
値
報
告

市
で
は
、
帝
京
科
学
大
学
が
進
め
る
地
域
連
携
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
、
学
生
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
市
内
42
個
所
で
独
自
に
放

射
線
量
等
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
9
月
実
施
分
の
市

内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

測定場所
大 目 出 張 所
大 目 保 育 所

▲ 大 野 貯 水 池
甲 東 出 張 所
甲 東 保 育 所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢 松 幼 稚 園
上野原西小学校
上野原西中学校

▲ コモアしおつ公園
上 野 原 高 校

▲ 帝 京 科 学 大 学
島 田 出 張 所
島 田 保 育 所
島 田 幼 稚 園
島 田 小 学 校
島 田 中 学 校

▲ 少 年 野 球 場
▲ 桂 川 球 場

秋 山 支 所

測定場所
秋 山 保 育 所
秋 山 小 学 校
秋 山 中 学 校
大 鶴 出 張 所
旧 大 鶴 小 学 校
上 野 原 市 役 所
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
上 野 原 幼 稚 園
羽 佐 間 幼 稚 園
上 野 原 小 学 校
上 野 原 中 学 校
日 大 明 誠 高 校

▲ 諏 訪 神 社
▲ 牛 倉 神 社

棡 原 出 張 所
棡 原 保 育 所
旧 棡 原 小 学 校
西 原 出 張 所
西 原 保 育 所
西 原 小 学 校

5㎝
0.041
0.072
0.037
0.058
0.069
0.035
0.064
0.060
0.050
0.054
0.037
0.055
0.038
0.057
0.064
0.054
0.055
0.050
0.053
0.061
0.058

1ｍ
0.045
0.053
0.037
0.050
0.067
0.032
0.049
0.050
0.045
0.046
0.033
0.045
0.041
0.050
0.060
0.047
0.050
0.043
0.048
0.046
0.055

5㎝
0.060
0.043
0.049
0.060
0.061
0.041
0.068
0.083
0.052
0.064
0.060
0.058
0.071
0.063
0.047
0.052
0.059
0.062
0.086
0.085
0.072

1ｍ
0.054
0.043
0.046
0.053
0.056
0.040
0.064
0.071
0.049
0.055
0.067
0.057
0.061
0.053
0.043
0.045
0.053
0.053
0.070
0.074
0.071

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※この測定結果は、9月13日に測定した結果です。なお、▲印の測定結果は、
9月15日に測定した結果です。

※市では、空間放射線量を測定する測定器の貸出を行っています。貸出を希望
される方は、お問い合わせください。

※市役所敷地内に放射線量を測定するモニタリングポストを設置しています。
測定結果は、市ホームページで確認することができますのでご利用ください。

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62−3114）

山
梨
県

が
ん
対
策
推
進
条
例

《
が
ん
対
策
の
推
進
》

市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
生
涯
に

わ
た
り
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
が
ん
検
診
な
ど
、

各
種
が
ん
対
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
が
ん
対
策
に
は
、
総

合
的
、
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
が
ん
対
策
に

対
し
て
の
県
や
保
健
医
療
従
事

者
、
事
業
者
な
ど
の
責
務
を
明
ら

か
に
し
、
が
ん
対
策
の
基
本
と
な

る
事
項
等
を
定
め
た
「
山
梨
県
が

ん
対
策
推
進
条
例
」
が
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と

男
性
の
2
人
に
1
人
、
女
性
の
3

人
に
1
人
が
「
が
ん
」
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
、こ
の
条
例
の
概
要

を
よ
く
理
解
し
、一
層
の
が
ん
対
策

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
健
康
増

進
課
が
ん
対
策
推
進
担
当（
蕁

0
5
5
—

2
2
3
—

1
4
9
7
）

住民基本台帳の閲覧状況の公表 住民基本台帳法第11条第3項および第11条の2第12項、

住民基本台帳の一部の閲覧および住民票の写しなどの交付

に関する省令第3条の規定に基づき、次のとおり公表します。

利用目的の概要

「県民健康づくり実践状況調査」にともな
う対象者抽出
総務省の実施する「平成23年通信利用動
向調査」にともなう対象者抽出

日本放送協会（ＮＨＫ）が実施する「テレビ
放送に関するアンケート」の対象者抽出
日本たばこ産業株式会社が実施する2012
年「全国たばこ喫煙者率調査」の対象者抽出
山梨県委託事業「人権に関する県民意識調
査」の標本抽出

「生活意識に関するアンケート調査」（第
50回）の対象者抽出
山梨県が実施する「県民意識調査」におけ
るアンケート標本の抽出

「障害者に関する世論調査（附帯：時事問
題）」の対象者名簿作成

閲覧の
年月日

平成23年
12月7日
平成23年
12月14日

平成23年
12月22日
平成23年
12月22日
平成24年
1月25日
平成24年
3月6日
平成24年
6月25日
平成24年
7月5日

閲覧に係る住民の範囲

上野原市内在住20歳以上の男女63名

上野原、新田、コモアしおつ2丁目、大曽
根に在住の20歳以上の男女個人。各地域
43名の合計172名
上野原、大椚に在住の16歳以上の男女
個人24名
秋山に在住の大正11年5月1日〜平成4年4
月30日生まれの男女20名
山梨県在住の20歳以上の男女（上野原市
内の男女75名）
コモアしおつ3〜4丁目に在住の満20歳以上の
男女（平成4年4月30日生まれまで）15名

市内全域20歳以上60人

コモアしおつ2丁目16番からで、20歳以
上の日本国籍を有する男女14名

閲覧の期間　平成23年8月1日〜平成24年7月31日

山梨県の責務
・がん対策に関し、山梨県の特性に応じた施策を策定
・施策の実施にあたっては、国、市町村およびがん対策

関係者と連携を図る

・がんの早期発見の推進
・がんの予防推進
・がん医療の充実
・緩和ケアの推進
・在宅医療の推進

・がん患者等の支援
・女性に特有のがん対策推進
・がん登録の推進
・情報の提供・がん研究の推進
・県民運動の推進

県民運動の推進　
がんの予防および早期発見のほか、がん対策に関する
みなさんの理解と関心を深めるための取り組みを推進

学校・教育機関 がん患者 がん対策に取り組む団体

市
町
村

保健医療従事者の責務
・がんの予防、早期発見、がん医療に関する技能の向

上に努めます。
・県および市町村が実施するがん対策に関する施策に

協力するように努めます。

事業者の責務
・従業員ががんを予防し、早期に発見できる環境整備

に努めます。
・従業員ががん患者となった場合に、安心してがんの

治療を受け療養できる環境整備に努めます。
・従業員の家族ががん患者となった場合に、安心して

看護することができる環境整備に努めます。

浄化槽の維持管理を実施しましょう
浄化槽は、し尿や台所、風呂、洗面所などからの生活雑排水を微生物の働きを

利用してきれいにする施設です。このことから、浄化槽管理者（所有者等）は浄
化槽法により法定検査、保守点検および清掃を行うことが義務付けられています。

《
浄
化
槽
の
維
持
管
理
》

●
法
定
検
査

浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者
等
）
は
、
浄

化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ

れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
年
1
回
の

法
定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
検
査
機
関

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
山
梨
県
知
事

が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る（
社
）山
梨

県
浄
化
槽
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

●
法
定
検
査
の
種
類

法
定
検
査
は
、浄
化
槽
を
使
用
開
始
し
た

後
、3
か
月
後
に
行
う
検
査
（
7
条
検
査
）と

毎
年
行
う
検
査（
11
条
検
査
）が
あ
り
ま
す
。

《
7
条
検
査
》
設
置
後
、
浄
化
槽
が
初
期
の

性
能
を
発
揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

《
11
条
検
査
》
毎
年
1
回
、
浄
化
槽
が
適
正

に
管
理
さ
れ
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

※
法
律
に
違
反
し
て
法
定
検
査
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
は
、
30
万
円
以
下
の
科
料
に
処

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

申
込
み
方
法
は
、（
社
）
山
梨

県
浄
化
槽
協
会
に
あ
る
検
査
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
す
る
か
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
7
条
検
査
に
つ
い
て
は
、
市
建
設
課
に
検
査

申
込
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
社
）山
梨
県
浄

化
槽
協
会
（
〒
4
0
0-

0
8
2
2
甲
府
市

里
吉
三
丁
目
9
—

1
）（
蕁
0
5
5
—

2
3
2

—

2
7
6
2
）

生涯にわたり、健やかに
安心して暮らせる山梨

県民の責務
・がんに関する正しい知識を持ちます。
・がん予防に必要な注意を払います。
・がん検診を積極的に受けます。

国山梨県
がん対策推進条例の概要

連
携

連
携

連
携

連
携

連携

協力

協力

連携・協力

連携・協力

●問い合わせ　市民課窓口担当（蕁62−3112）

申出者の氏名（法人の場合は、その名
称および代表者または管理人の氏名）
株式会社　帝国データバンク
甲府支店　支店長　長谷川徹
株式会社　サーベイリサーチ
センター　代表取締役　藤澤士朗

株式会社　サーベイリサーチ
センター　代表取締役　藤澤士朗
株式会社　ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉五馬
株式会社　流通研究所
代表取締役　釼持雅幸
株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博
公益財団法人　山梨総合研究所
理事長　渡邉利夫
社団法人　新情報センター
事務局長　平谷伸次
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

10
月
29
日（
月
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

—

3
1
1
8
蕭
62
—

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室！！　〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

これまでに開催されたふれ愛トークの様子

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
な
ど
に
市

長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
飛
び
出
せ
、市
長
室
！！
」
は
、

お
伺
い
し
た
意
見
を
市
政
運
営
の

一
助
と
し
て
活
用
し
、
み
な
さ
ん

「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

と
市
政
に
関
す
る
相
互
理
解
を
深

め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

開
催
し
た
内
容
は
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
8
）

写真は、朝水揚げされたサンマが市場に並んでい
る様子です。気仙沼市では、サンマが旬をむかえ
ています。震災後、津波の被害で漁業が打撃をう
けていましたが、震災から1年半が経ち、サンマ
漁もできるようになりました。上野原市のみなさ
んも気仙沼市に来る機会がありましたら、気仙沼
市で水揚げされた旬のサンマを食べてみてくださ
い。　　　　　（気仙沼市派遣職員　東山祐紀）

Ｈｏｔｌｉｎｅ
らちこ

しもし
も

市
長
へ
の
手
紙

市
で
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
と
教
育
委
員
会
窓
口
に
、
市
長
へ
の
手

紙
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

市
へ
の
要
望
や
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
市
に
対

し
て
ご
意
見
や
要
望
が
あ
る
方
は
、
ボ
ッ
ク
ス
の
脇
に
置
い
て
あ
る
要

望
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

私
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を

午
後
7
時
ご
ろ
ま
で
延
長
し

て
、
便
数
を
増
や
し
て
欲
し
い

で
す
。

・
返
答
内
容

市
で
は
、
平
成
21
年
度
に
上

野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
を
設
置
し
、
翌
年
度
に

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
計
画
で
は
、
市
民
の
日
常
生

活
に
即
し
た
公
共
交
通
を
確
保

す
る
た
め
に
、
既
存
路
線
バ
ス

を
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
お
よ

び
人
口
集
中
地
域
の
基
幹
的
輸

送
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
、
日

中
の
中
山
間
地
域
に
お
け
る
補

完
的
輸
送
手
段
と
し
て
新
た
な

公
共
交
通
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
公
共
交
通
と
既
存
路
線
バ

ス
と
の
補
完
・
連
携
を
図
り
、

適
正
な
財
政
負
担
の
な
か
で
効

率
的
で
効
果
的
か
つ
持
続
可
能

な
交
通
網
を
構
築
す
る
こ
と
を

計
画
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
、

既
存
路
線
バ
ス
と
の
補
完
・
連

携
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
大

変
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

市長室市長室！！！！
〜市長と市民のホットライン〜

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№31

「
秋
の
七
草
」

日
本
で
は
、
旧
暦
10
月
を
神
無

月（
か
ん
な
づ
き
、
か
み
な
し
づ

き
）と
呼
び
、
現
在
で
は
、
新
暦

10
月
の
別
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
般
に
は
、
全
国
の
神
様
が
出

雲
の
出
雲
大
社
に
集
ま
っ
て
一
年

の
こ
と
を
話
し
合
う
た
め
、
出
雲

以
外
に
神
が
い
な
く
な
る
月
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、

出
雲
で
は
神
在
月
と
い
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
秋

の
七
草
の
名
前
を
全
部
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

秋
の
七
草
は
、
万
葉
集
で
山
上

億
良
が『
秋
の
野
に
　
咲
き
た
る

花
を
　
指
折
り（
お
よ
び
お
り
）

か
き
数
ふ
れ
ば
　
七
種（
な
な
く

さ
）の
花
　
萩
の
花
　
尾
花
葛
花

撫
子
の
花
　
女
郎
花
　
ま
た
藤
袴

朝
貌（
あ
さ
が
お
）の
花
』と
歌
い
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

萩（
は
ぎ
）、
尾
花（
お
ば
な
）は

薄（
す
す
き
）、
葛
花（
く
ず
は
な
）

は
葛（
く
ず
）、
撫
子（
な
で
し
こ
）、

女
郎
花（
お
み
な
え
し
）、
藤
袴

（
ふ
じ
ば
か
ま
）、
朝
貌（
あ
さ
が

お
）は
「
朝
顔
」
で
は
な
く
「
桔

梗
」
で
あ
る
と
の
説
が
定
説
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
春
の
七
草
は
、

『
七
草
が
ゆ
』に
し
て
食
べ
る
な
ど

『
食
』を
楽
し
む
も
の
で
す
が
、
秋

の
七
草
は
、『
見
る
』こ
と
を
楽
し

む
も
の
の
よ
う
で
す
。

み
な
さ
ん
も
秋
の
野
山
を
散
策

し
、
秋
の
七
草
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

上野原市長 江口英雄

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

これまでに開催された「飛び出せ、市長室！！」
の様子

気
仙
沼
通
信

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
に
職
員
の
派
遣
や
支
援

物
資
を
送
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
9
月

号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
宮

城
県
気
仙
沼
市
立
中
学
校
生
徒
受

入
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
は
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
に
職
員
1
名
を
派
遣
し
、

復
興
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
気
仙
沼
市
に
派
遣
し

て
い
る
市
職
員
の
東
山
主
任
に
広

報
特
派
員
と
し
て
気
仙
沼
市
の
様

子
を
取
材
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

題
し
て
『
気
仙
沼
通
信
』。

紙
面
の
都
合
で
、
毎
月
お
伝
え

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
歩
ず
つ
復
興

に
向
け
歩
ん
で
い
る
気
仙
沼
市
を

写
真
と
と
も
に
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

※3案出してみました。
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子育てプレイルーム

●対　象　就学前のお子さん
●内　容 親子で安心して遊べる場所、保護者の情報交

換の場所として開放しています。
※初めて利用される方は事前にお申し込みく

ださい。
●日　時 10月3日（水）、17（水）、24日（水）、31日（水）、

11月7日（水）午前9時 〜 正午
●場　所 もみじホール

2階会議室2
●問い合わせ

福祉課子育て支援担当
（蕁62-3115）

6 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

広報うえのはら　No.92  13

うえのはらうえのはら
健康家族健康家族

子育て情報館 伝言板

Ｈealthy Life

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

10月は臓器移植普及月間です

臓器移植は、心臓、肝臓、肺、腎臓などの臓器が機能
しなくなった方などにとって唯一の医療です。

移植でしか治療できない方を救うには、死後に臓器を
提供してもいいというみなさんの善意がなければなりま
せん。自分が脳死と判定されたときに誰かの命を救うこ
とができる、これが臓器移植なのです。

●臓器提供の意思表示方法
①インターネットの意思表示窓口による意思表示登録
②意思提供表示カードおよび意思表示シールへの記入
③被保険者証や運転免許証の裏面への記入

●問い合わせ 富士・東部保健福祉事務所地域保健課
（蕁0555-24-9035）

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

保健師からのメッセージ
★糖尿病　（№4）

先月の広報うえのはら9月号「保健師からのメッセージ」で、集団検診の結果
からわかる糖尿病の状況などについてお伝えしました。

今月号は、集団検診の問診票からわかる糖尿病の今後の課題についてお伝えし
ます。

今後の課題

糖尿病にならない、悪化させないために必要なこと
は、適度な運動と適切な食事を心がけ、肥満を予防す
ることです。

さて、ＨｂＡ1ｃ値と集団検診の問診内容等との関係
性をみると、ＨｂＡ1ｃ値が高いとＢＭＩ値が25以上
の肥満の人の割合、インスリンや血糖を下げる薬を服
用している人の割合が高くなることがわかります。

また、問診で朝食抜きの人と夕食後に間食をとるこ
とがあると答えた方は、全体的に少ない傾向にありま
すが、ＨｂＡ1ｃ値が5.2％未満の9％の方が朝食を抜い
ており、約11％の方が夕食後間食をとるという結果が

出ています。
ＨｂＡ1ｃ値が5.2％未満と正常値であっても、誤っ

た食習慣を改めないと今後ＨｂＡ1ｃ値が上昇する可
能性があります。

このようなことから、糖尿病にならない、悪化させ
ないためには食習慣や運動の習慣化の改善を図る必要
があり、糖尿病対策としても今後の課題といえるでし
ょう。

次回も集団検診結果からわかる糖尿病についてお伝
えします。
●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

★ポリオ（小児まひ）予防接種

ポリオ（小児まひ）の定期接種については、平成24
年9月1日以降不活化ポリオワクチンに切り替えられ、
協力医療機関での個別接種になりました。そのため、
10月2日に予定されていたポリオ集団接種は中止とな
ります。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場

合の自己負担金は2,200円となります。
◎医療機関 大月市：稚枝子おおつきクリニック・

武者医院
都留市：磯部医院・都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 11月12日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9時〜11時
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる方（40歳・
45歳・50歳・55歳・60歳・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（10/1〜11/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳 以 上 74歳 以 下 の 国 民 健 康 保 険

加入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健  診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★勤労青少年ホーム駐車場
勤労青少年ホーム駐車場は、市立病院建設により、旧役場跡地の利

用をお願いしていましたが、ホーム前駐車場の利用が可能となりまし
たので、ご利用ください。

保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

申込み・問い合わせ
0554−62−5121

0120−28−5592

042−644−3721

055−263−7071

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）

仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり

3歳児

3〜4か月児

9〜10か月児

1歳6か月児
2 歳 児
健 診
幼 児
歯 科 検 診

3 歳 児

該当児
平成24年6月1日〜6月18日生
平成23年12月1日〜

平成24年1月3日生
平成23年3月1日〜4月21日生
平成22年7月1日〜8月15日生
平成22年8月16日〜9月30日生
平成23年3月1日〜6月10日生
平成21年7月16日〜10月31日生

実施日
10月3日（水）
10月3日（水）

10月31日（水）
10月15日

（月）
10月15日

（月）

午前
午後
午前
午後

11月  5日（月）平成21年7月16日〜8月31日生
10月26日（金）平成21年6月11日〜7月15日生
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農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
10
月
の
申
請
書
提
出
期
限

10
月
10
日（
水
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会
（
経
済
課
内
蕁
62
︱

3

1
1
9
）

山
梨
県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
2
開
催

●
日
時

11
月
17
日（
土
）午
前
9

時
25
分
〜
午
後
2
時

●
場
所

山
梨
県
立
盲
学
校（
甲

府
市
下
飯
田
二
丁
目
10
番
2

号
）

●
内
容

《
午
前
》
学
校
概
要
説
明
会
、
授

業
公
開
、
校
舎
見
学

《
午
後
》
入
学
説
明
会
（
入
学
希

望
者
）

●
対
象
者

視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
幼
児
児
童
生
徒
、
成
人
お
よ

び
保
護
者
、
県
立
盲
学
校
へ
の

入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
と
そ

の
家
族
お
よ
び
保
護
者
な
ど

●
費
用

無
料

●
申
込
期
限

11
月
15
日（
木
）

正
午

●
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
山
梨
県
立

盲
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

※
送
付
の
際
は
、
宛
先
の
確
認
を

十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
o
u
2
0
1
2
@
y
s
v
i.k

a
i.e

d
.jp

/

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w
w
.y

s
v
i.k

a
i

.e
d
.jp

/

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
盲
学

校
　
白
倉
・
保
坂
（
蕁
0
5
5
│

2
2
6
│

3
3
6
1
）

肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

●
改
正
点
　

①
Ｂ
型
慢
性
肝
疾
患
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
製
剤
を
用
い
る
治
療

に
限
っ
て
は
、
Ｈ
Ｂ
e
抗
原
陰

性
の
Ｂ
型
慢
性
活
動
性
肝
炎
を

助
成
対
象
に
追
加

②
Ｃ
型
慢
性
肝
疾
患
の
ペ
グ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
リ
バ
ビ
リ
ン

お
よ
び
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
3
剤
併

用
療
法
を
助
成
対
象
に
追
加

※
こ
れ
ま
で
の
助
成
制
度
利
用
回

数
に
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
の

治
療
を
行
う
場
合
に
限
り
、
1

回
の
み
助
成
対
象

●
助
成
内
容
　
診
療
費
、
薬
剤
費
、

入
院
費
な
ど
の
個
人
負
担
の
上

限
を
収
入
に
応
じ
て
月
額
1
万

円
ま
た
は
2
万
円
と
し
、
残
り

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
期
間
　
原
則
1
年

※
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
助
成
の

認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
等
、
主
治
医
と
よ
く
相

談
の
う
え
、
本
制
度
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
制
度
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
︱

24
︱

9
0
3
5
）

第
5
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」
開
催

●
開
催
日

10
月
21
日（
日
）午
前

11
時
〜
午
後
3
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
内
容

オ
カ
リ
ナ
演
奏
・
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
・
レ
ク
ダ
ン
ス
・
ピ

ア
ノ
演
奏
・
管
楽
器
演
奏
・
カ

ラ
オ
ケ
・
練
功
十
八
法
・
新
舞

踊
・
社
交
ダ
ン
ス
等

※
「
上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
」

は
、
演
芸
・
演
奏
等
に
か
か
わ

っ
て
い
る
市
民
の
発
表
会
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
「
上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
」事
務
局
内
藤（
蕁
0

8
0
︱

6
5
6
4
︱

6
7
6
5
）

お
な
か
が
痛
い
時
、

ど
う
し
ま
す
か
？

日
本
消
化
器
病
学
会
甲
信
越
支

部
で
は
、
第
60
回
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

10
月
27
日（
土
）午
後

2
時
〜
5
時

●
場
所

都
留
市
う
ぐ
い
す
ホ
ー

ル
（
蕁
43
︱

1
5
1
5
）

●
入
場
料

無
料
（
参
加
自
由
）

●
講
座
内
容

「
子
ど
も
の
腹
痛
」

都
留
市
立
病
院
副
院
長
　
太
田

正
法
先
生
、「
腸
の
病
気
」
山

梨
大
学
医
学
部
消
化
器
乳
腺
内

分
泌
外
科
講
師
　
飯
野
弥
先

生
、「
肝
胆
膵
の
病
気
」
山
梨

大
学
医
学
部
消
化
器
乳
腺
内
分

泌
外
科
講
師
　
松
田
政
徳
先

生
、「
が
ん
の
緩
和
医
療
」
山

梨
県
立
中
央
病
院
緩
和
ケ
ア
科

医
長
　
許
山
美
和
先
生
、「
肥

満
と
お
な
か
の
病
気
」
上
野
原

市
立
病
院
内
科
　
岡
本
ま
さ
子

先
生

●
問
い
合
わ
せ

都
留
市
立
病
院

内
第
60
回
市
民
公
開
講
座
担
当

（
蕁
45
︱

1
8
1
1
）

今月のメッセージ：10月1日〜31日は「土地月間」です。 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

ら
く
っ
と

●
参
加
費

無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
今
回
の
公
開
講
座
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

っ
と
・
ら
く
っ
と
（
蕁
56
│

8
7

5
8
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
蕁
62
│

3
1
2
8
）

上
野
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
し
ま
す

10
月
1
日
の
市
立
病
院
の
移
転

に
よ
る
旧
市
立
病
院
の
解
体
工
事

に
と
も
な
い
、
隣
接
す
る
上
野
原

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
建
物
の
老

朽
化
等
に
よ
り
、
病
院
の
解
体
に

と
も
な
う
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
取
り

壊
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
末
日
で

 
 

認
知
症
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

認
知
症
は
、
脳
の
障
害
に
よ
る

病
気
で
あ
り
、
高
齢
社
会
で
は
、

だ
れ
も
が
認
知
症
に
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
認
知

症
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
14
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

《
講
演
》
「
認
知
症
の
最
新
医
療

と
ケ
ア
」
日
下
部
記
念
病
院
院

長
　
久
保
田
正
春
先
生

《
認
知
症
劇
》
「
あ
る
若
年
性
認

知
症
夫
婦
の
物
語
」
劇
団
「
あ

あ
上
野
原
」

《
合
唱
》
合
唱
団
「
甲
府
コ
レ
ギ

ウ
ム
・
ア
ウ
レ
ウ
ム
」

●
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
っ
と
・

上
野
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
施
設
内
に
あ
る
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
に
つ

い
て
は
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
移
転
し
ま

す
。み

な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当
（
蕁
62
︱

4
1

3
3
）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

生
き
が
い
バ
ス
参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
き
が
い

バ
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
13
日（
火
）午
前
8

時
30
分
集
合
出
発
、
午
後
5
時

解
散
予
定

※
渋
滞
な
ど
で
解
散
予
定
時
間
が

遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
集
合
場
所

市
役
所
前
庭

●
行
き
先

江
戸
東
京
博
物
館
、

雷
5
6
5
6
会
館（
昼
食
）、
浅

草
仲
見
世
通
り
な
ど

●
対
象
者

市
内
に
居
住
し
て
い

て
、
同
一
敷
地
内
ま
た
は
同
一

区
内
に
親
族
が
い
な
い
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

●
参
加
料

一
人
1
0
0
0
円

●
定
員

1
2
0
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て

担
当
民
生
委
員
ま
た
は
市
社
会

福
祉
協
議
会
、秋
山
支
所
、各
出

張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
　
10
月
24
日（
水
）

〜
30
日（
火
）（
土
日
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社

会
福
祉
協
議
会
（
蕁
63
│

0
0

0
2
）

第
8
回
上
野
原
市
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

●
日
時

10
月
28
日
（
日
）
午
前

8
時
30
分
集
合
（
午
前
9
時
開

会
式
）、
午
後
1
時
終
了
予
定

●
集
合
場
所

上
野
原
小
学
校
体

育
館

●
募
集
人
員

30
組（
2
〜
4
人

1
組
）

●
参
加
費

無
料

●
持
ち
物

腕
時
計
・
筆
記
用

具
・
雨
具
・
昼
食

●
申
込
期
間

10
月
1
日（
月
）

〜
19
日（
金
）、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
︱

3
4
0

9
）（
蕭
63
︱

4
7
7
2
）

電話番号

（ 6 2 ）3 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 7
（ 6 2 ）3 1 1 8
（ 5 6 ）2 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 3
（ 6 2 ）3 1 1 2
（ 6 2 ）3 1 1 4
（ 6 2 ）3 1 1 5
（ 6 2 ）4 1 3 3
（ 6 2 ）3 1 1 9
（ 6 2 ）3 1 2 3
（ 6 2 ）3 1 9 1
（ 6 2 ）3 1 1 6
（ 6 2 ）3 3 4 4
（ 6 2 ）3 4 0 9
（ 6 2 ）3 4 0 8
（ 6 2 ）4 1 3 4
（ 6 2 ）3 1 2 8
（ 6 2 ）4 1 1 1

部署名

市役所（代表）
総 務 課
企 画 課
秋 山 支 所
税 務 課
市 民 課
生 活 環 境 課
福 祉 課
長 寿 健 康 課
経 済 課
建 設 課
駅周辺整備推進課
会 計 課
議 会 事 務 局
教 育 学 習 課
学校適正配置推進課
保健センター
地域包括支援センター

消 防 本 部

主な問い合わせ先

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

渋柿の

しんがり必死

走る顔
佐々木信一さん（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。応募が多数
の場合は、企画課で選考し
掲載します。申込みは、名
前、連絡先、作品、句の解
説等をメールまたは郵送で
お送りください。締切は毎
月10日です。
〒409-0192上野原市上野
原3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

皮膚科

整形外科

ペイン外来

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

反頭・細川
小池

非常勤小児科医交替

長坂
吉田

柴垣
前之原

後藤

桜井

岡本
岡本

金曜日

岡本・村田
反頭・進藤

小林

長坂
協会派遣医師

川村
須田

※2大野（時間制限）

森山
豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前/午後

午前

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午後

午前

午後

火曜日

岡本・村田
石井・小池

杣津

長坂

松原

上條

水曜日

清水・津久井大

反頭・牛島
中根

長坂

岡本
戸島

館野
黒田
小林

古屋

木曜日

清水・瀧山
津久井大・村田

非常勤小児科医交替
戸田

山梨大非常勤医師交代

協会派遣医師
平良（予約）

中島
長嶺

※1大野（予約）

※3

●
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午

前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　10月の外来診療のご案内》●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

●受付時間は、午前8時から11時30分までです。午後の受診がある場合は、午後2時から4時までです。

●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。

※1　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方
のため、完全予約制外来です。

※2　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに
受付した患者様の診療となります。

※3　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
●診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があり

ます（表は9月21日現在の予定です）。

今月のメッセージ：10月は、臓器移植普及月間です。

この度、新規に開業した志村事務所代表の志村勝でございます。私たち司法書士の業務は、非常に幅が広
く、不動産登記、商業登記のほか例えば次のような場面で皆様のお手伝いをすることができます。

司　法　書　士

土地家屋調査士 志 村 事 務 所 ◎司法書士は、あなたを守る身近な『街の法律家』です。
◎土地家屋調査士は、土地、建物の表題登記の専門家です。

営業時間：平日9時〜18時（土日祝定休）
予約により営業時間外も対応可。積極的に対
応します。どうぞお気軽にご相談ください。
〒409-0112上野原市上野原4011番地8
電　話　0554− 63− 3816
ＦＡＸ　0554− 63− 3826
携　帯　090− 1609− 4583
Ｅmail 0828masaru@ubcnet.jp

広　　告

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

《
素
敵
な
出
会
い
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
》

●
日
時

11
月
11
日（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
場
所

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子

（
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
）

●
内
容

パ
ー
テ
ィ
ー
方
式（
軽
食
）

●
参
加
資
格

男
女
共
25
歳
〜
45
歳
の

独
身
者
（
共
に
再
婚
可
）

●
参
加
費

男
性
7
千
円
、
女
性
3
千

円
●
申
込
期
間
　
10
月
15
日（
月
）
〜
29

日（
月
）

●
募
集
人
員
　
男
女
各
15
名
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

※
抽
選
の
場
合
は
、
11
月
2
日
以
降
に

参
加
決
定
者
に
対
し
て
決
定
通
知
の

発
送
を
行
い
ま
す
。

※
抽
選
か
ら
外
れ
た
方
に
は
、
通
知
を

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
申
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業

⑤
連
絡
先
⑥
初
・
再
婚
⑦
趣
味
⑧
自

己
Ｐ
Ｒ
を
必
ず
明
記
の
う
え
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市

結
婚
相
談
所
事
務
局
（
福
祉
課
福
祉

総
務
担
当
内
）（
〒
4
0
9
︱

0
1
9

2
上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2
）

（
蕁
62
︱

3
1
1
5
）（
蕭
30
︱

2
0
4

1
）

市立病院看護師募集

市立病院では、看護師を募集しています。
10月1日に開院した新しい市立病院で働いてみません

か？
勤務時間や待遇などの詳細について、まずは、気軽にお

問い合せください。
◆募集職種　正看護師・准看護師
●問い合わせ　市立病院総務課（蕁62−5121）

◎相続・遺言書作成業務
「相続登記が済んでいない」、「死後の財
産の処分方法を生前に自分で決めてお
きたい」、このようなことでお困りの方
は、ぜひ当事務所にご相談ください。
当事務所では、特に「相続・遺言書作
成業務」に力を入れています。

◎成年後見業務
認知症のお年寄りや知的障害・精神障害のある方を
悪徳商法等から守り安心して生活していただくため
に、適切な保護者を選び、ご本人を保護し、支援す
るのが成年後見制度です。私は、成年後見人として、
また、親族が後見人になる場合の申立書作成業務を
通じて、ご本人の暮らしと財産をお守りいたします。

第
7
回
市
民
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

●
開
催
日

11
月
2
日（
金
）〜
4

日（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
開
催
日
程

・
開
会
式

11
月
2
日（
金
）午
前

10
時
〜
11
時

《
舞
台
部
門
》

◎
11
月
2
日（
金
）午
後
2
時
〜

・
コ
ー
ラ
ス
部
演
奏

・
朗
読
（
上
野
原
朗
読
の
会
有
志
）

・
オ
カ
リ
ナ
演
奏（
オ
カ
リ
ナ
の

会
）

◎
11
月
3
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
・
上
野
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
上
野
原
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
・
上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
文
化
協
会
吹
奏
楽
部
演
奏

午
後
1
時
30
分
〜

・
日
本
舞
踊
　
優
巳
会

◎
11
月
4
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
・
山
口
社
中
　
箏
曲
演
奏

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

・
芸
能
部
　
日
本
舞
踊

《
展
示
部
門
》

◎
開
場
時
間

11
月
2
日（
金
）
午

前
11
時
〜
、11
月
3
日
（
土
）・

4
日（
日
）午
前
9
時
30
分
〜

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

一
般
参
加
者
作
品
展
示
、
小
学

生
体
験
活
動
参
加
者
作
品
展

示
、
呈
茶
（
3
日
）

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階

写
真
、
俳
句
、
短
歌
、
俳
画
、

書
道
、
上
野
原
中
学
校
美
術
部

（
廊
下
）

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

絵
画
、水
墨
画
、草
木
染
、
編
み

物
、
コ
ラ
ッ
ト
、
呈
茶（
3
日

和
室
）、
将
棋（
4
日
和
室
）

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
文
化

協
会
会
長
長
坂
幸
夫（
蕁
62
│

5

4
0
5
）
教
育
学
習
課
社
会
教

育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

国
民
文
化
祭
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
国

民
文
化
祭
の
開
催
に
先
立
ち
、

『
長
寿
食
文
化
の
祭
典
』
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
13
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所

談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
下
り
線
西
側
プ
ラ
ザ

●
内
容

市
内
の
獅
子
舞
や
お
囃

子
を
披
露
し
な
が
ら
、
長
寿
食

伝
統
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

※
長
寿
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
・

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

※
詳
細
や
来
年
行
わ
れ
る
国
民
文

化
祭
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
国

民
文
化
祭
担
当
（
蕁
62
︱

3
4

0
9
）

母
子
家
庭
等
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
ご
案
内

●
日
時

《
基
礎
編
》
11
月
10
日（
土
）・
11

日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時

《
応
用
編
》
11
月
17
日（
土
）・
18

日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
会
議
室
（
甲
府
市
朝

日
4
︱

5
︱

21
）

●
定
員

10
名

●
受
講
料

無
料

●
申
込
期
限

10
月
12
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（（
財
）山
梨
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）（
蕁
0

5
5
︱

2
5
2
︱

7
0
1
4
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

●
日
時

11
月
9
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3
人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間

10
月
25
日（
木
）

〜
11
月
7
日（
水
）
先
着
順

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
4
）

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の

ご
案
内

●
日
時

10
月
31
日（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

●
場
所

市
役
所
展
示
室
2
・
3

●
参
加
料

無
料

●
内
容

若
者
の
就
職
活
動
に
関

す
る
相
談
・
支
援
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」（
蕁

0
5
5
︱

2
3
3
︱

4
5
1
0
）

防
火
パ
レ
ー
ド
開
催

●
日
時

11
月
4
日（
日
）
午
前

10
時
〜

●
コ
ー
ス
　
近
藤
商
店
か
ら
国
道

20
号
線
を
と
お
り
市
役
所
へ

※
近
藤
商
店
駐
車
場
で
出
発
式
、

市
役
所
で
終
了
式
を
行
い
ま

す
。
式
典
で
は
、
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当
（
蕁
62
│

4

1
1
1
）

山
梨
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
山
梨

県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
1
時
間
　
6
9
5
円

●
問
い
合
わ
せ

都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
蕁
43
︱

2
1
9
5
）

ＡＩＫＯ美術館
沢井愛子アートギャラリー
沢井愛子（本名清水愛子）上野原市大曽根（陽光台）在住作家
人物の群像画の大作を中心に展示・絵画 版画 陶芸 オリジナルＴシ
ャツ・手ぬぐい・アクセサリーオリジナルグッズの展示・販売
開館時間　ＡＭ10：00〜ＰＭ7：00（年内無休）

AI KO SAWAI OF F I CIAL WE B SI TE
ht t p://www.a i ko-ar t .com
AIKO ART  MUSEUM OFFICIAL FACE BOOK   
ht t p://www.facebook.com/ai ko.sawa i .art
e-mai l :a i ko@ai ko-ar t .com
〒252− 0186神奈川県相模原市緑区牧野6559 2Ｆ

◎裁判業務
認定司法書士である私は、簡裁における請
求の価格140万円以下の訴訟代理人になる
ことができます。「貸金を返してもらえな
い」、「未払いの残業代がある」、「家賃を払っ
てもらえない」、このようなことでお悩みの
方は、当事務所にご相談ください。
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大
鶴
地
区

鈴
木
正
人（
�
子
）、市
川
庄
一（
修
）

上
野
原
地
区

水
越
�
次
（
好
誠
）、
佐
藤
久
江

（
光
弘
）、秦
滿
子（
洋
彦
）、平
賀
英
生

（
弥
生
）、
甘
利
文
男
（
佳
弘
）、
杉
本

傳
（
原
愼
）

西
原
地
区

横
瀬
小
夜
子
（
忠
一
）、
岩
木
梅
代

（
隆
）

秋
山
地
区

藤
本
ま
さ
子
（
重
則
）

■ 子 ど も 映 画 会
『赤毛のアン』

◎日時　10月13日（土）
午前10時〜10時30分

午後2時〜2時30分

■ お は な し 会
『ぼくなにたべてたかわかる？』

◎日時　10月20日（土）
午後2時30分〜

◎たんぽぽ会

■ リンデンドーム朗読館
『手踊り』三浦哲郎／作　ほか
◎日時　10月21日（日）

午後2時〜
◎上野原朗読の会

■ 映 画 鑑 賞 会
『大運河』

◎日時　10月28日（日）
午後2時〜3時35分
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図書館イベント情報 一

般

書

◇
『
光
圀
伝
』

冲
方
丁
／
著
　
角
川
書
店

な
ぜ
、
あ
の
男
を
自
ら
の
手

で
殺
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
・
・
・
。

◇
『
幸
せ
の
条
件
』

誉
田
哲
也
／
著
　
中
央
公
論
新

社
突
如
の
社
長
命
令
を
受
け
、

片
山
製
作
所
・
伝
票
整
理
担
当

で
農
業
知
識
ゼ
ロ
の
梢
恵
は
単

身
農
村
へ
・
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
お
か
あ
さ
ん
の
手
』

ま
は
ら
三
桃
／
著
　
講
談
社

絵

本

○
『
こ
ぎ
つ
ね
ト
ン
ち
ゃ
ん

き
し
ゃ
に
の
る
』

二
見
正
直
／
作
　
教
育
画
劇

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

ＴｈｅＦaｃ e oｆ 
Ｕｅｎｏｈａｒａ　　№2

遠
州
屋
2
代
目
と
し
て

大
正
7
年
生
ま
れ
の
柴
田
貞
雄

さ
ん
。
豆
腐
屋
で
初
代
遠
州
屋
の

父
清
平
さ
ん
の
後
を
継
ぎ
、
学
校

を
卒
業
し
た
15
歳
の
時
か
ら
今
年

6
月
ま
で
現
役
で
豆
腐
づ
く
り
を

し
て
い
た
。

父
か
ら
は
、『
豆
腐
づ
く
り
は
目

で
見
て
憶
え
ろ
』と
厳
し
く
指
導

さ
れ
た
た
め
、
自
分
自
身
で
考
え

失
敗
に
失
敗
を
重
ね
て
豆
腐
づ
く

り
を
憶
え
た
と
い
う
。

柴
田
さ
ん
は
、
お
客
さ
ん
か
ら

『
遠
州
屋
の
豆
腐
は
き
め
が
細
か

く
と
て
も
美
味
し
い
』と
言
わ
れ

る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
と
い
う
。

現
在
は
、
子
の
喜
清
さ
ん
に
豆

腐
づ
く
り
を
任
せ
、
代
々
続
く
遠

州
屋
を
見
守
り
続
け
て
い
る
。

94歳遠州屋2代目　

柴田貞雄
し ば た さ だ お

さん
〜　94歳まで続けた豆腐づくり　〜

The Face of Uenoharaでは、上野原市で頑
張っている人、輝いている人をご紹介します。
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掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

大
目
地
区

渡
辺
凜り

ん

（
浩
也
）

巌
地
区

青
柳
凌
功

る

く

（
好
典
）、
金
子
り
せ

（
岳
生
）

上
野
原
地
区

城
戸
昊そ

ら（
要
平
）、石
井
七
海

な
な
み

（
友
和
）、

中
村
千
華

ち

か

（
浩
生
）

上
野
原
地
区

山
口
祐
介
＝
佐
藤
加
奈
子

鷹
取
偉
賢
＝
成
島
美
咲

西
原
地
区

�
澤
具
道
＝
奈
良
知
咲

秋
山
地
区

坂
本
和
則
＝
松
田
麻
紀

藤
本
洋
祐
＝
原
田
小
百
合

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
8
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。

問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

子
ど
も
の
未
来
を

広
げ
る
た
め
に

昨
今
、
工
業
高
校
の
建
築
科
内

の
男
女
比
は
、
女
子
学
生
が
三
割

を
超
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で

す
。
昔
は
、
男
性
の
み
が
従
事
し

て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で
女
性

の
進
出
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
職
種
や
進
路
の
選
択

肢
の
幅
が
、
男
女
で
同
等
に
用
意

さ
れ
つ
つ
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

未
だ
に
社
会
の
中
に
「
女
の
子
だ

か
ら
こ
れ
」
と
か
「
こ
れ
は
女
の

子
に
は
無
理
」
と
い
う
よ
う
な
潜

在
的
な
意
識
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
同
様
に
、「
男
の
子
に
は

こ
れ
」
と
い
う
よ
う
な
意
識
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
大
人
は
、
子
ど
も

た
ち
の
将
来
を
無
意
識
の
う
ち
に

振
り
分
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
私
の
心
の
中
に

も
あ
り
、
時
々
は
っ
と
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
潜
在
意
識
と
は
厄

介
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
直
接
で
は
な
い
に
し
て

も
、
ち
ま
た
に
溢
れ
る
テ
レ
ビ
や

雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
の
な
か
で
、
知
ら
な
い
う
ち

に
子
ど
も
た
ち
に
「
男
の
子
と
女

の
子
の
将
来
の
選
択
は
違
う
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
が
つ
く

る
社
会
の
中
で
育
ち
ま
す
。
私
た

ち
大
人
が
、
男
女
共
同
参
画
に
意

識
を
向
け
る
こ
と
で
、
社
会
の
意

識
が
変
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
が
広
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
選
択
の

入
口
で
、
男
の
子
だ
か
ら
女
の
子

だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
選
択

肢
を
狭
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自

分
が
進
み
た
い
道
を
選
択
で
き
、

自
分
の
努
力
で
夢
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に
そ
ん

な
社
会
の
中
で
育
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い
で
、

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
推
進
委
員
　
溝
呂
木
百
合
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース

スマイル
ＮＯ.73

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

巌地区 小俣 康誠
こうせい

ちゃん（1歳9か月）
匠造さん香織さんの長男

“いつまでも元気で笑顔でいてね。”

上野原地区 城　琉星
りゅうせい

くん　（7歳1か月）

美咲
み さ き

ちゃん（4歳3か月）

響
ひびき

くん　　（0歳5か月）
昭二さん奈穂美さんの長男・長女・二男

“優しく元気に育ってね！！”

今月のメッセージ：西原ふるさと祭り　10月13日（土）〜14日（日）開催 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

市では、市のホームページ（トップページ）に掲載する
バナー広告を募集しています。
●種類・規格 大きさ（枠）縦40ピクセル横200ピクセル
●掲載料金 1枠5,000円／月
●掲載期間 1か月単位
※申込方法などの詳細は、お問い合せください。
●問い合わせ 企画課政策推進担当（蕁62−3118）

市ホームページ有料広告掲載募集

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

高

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 茂 膽 功刀 菊●

瀨 芳 髙 初 隆
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